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ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る

の
が
、「
人
財
」
を
大
切
に
す

る
一
貫
し
た
姿
勢
だ
。
若
い

頃
か
ら
経
営
の
重
要
な
仕
事

を
任
せ
、
自
ら
考
え
て
プ
ラ

ス
思
考
で
動
く
社
員
を
育
て

る
経
営
方
針
が
、
企
業
の
急

成
長
に
つ
な
が
っ
た
。

　
曽
根
和
光
社
長
が
「
１
年

の
う
ち
で
最
も
重
要
な
活
動
」

と
明
言
す
る
採
用
活
動
。
１

９
９
０
年
代
、
曽
根
社
長
が

信
頼
す
る
企
業
と
共
に
、
本

格
的
な
取
り
組
み
を
始
め

た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
０
０

年
代
に
入
る
と
、
学
生
の
志

10
年
を
見
据
え
、
経
営
層
や

本
社
、
営
業
所
の
関
係
部
署

が
参
加
す
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
展
開
す
る
考
え
。

　
人
財
育
成
で
は
充
実
し
た

社
員
教
育
も
特
長
で
、
毎
年

の
新
入
社
員
研
修
内
容
の
見

直
し
や
、
各
階
層
に
合
わ
せ

た
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
す
る
。
長
く
安
心
し

て
働
い
て
も
ら
う
た
め
の
工

夫
も
凝
ら
し
、
例
え
ば
、
人

事
総
務
課
は
全
正
社
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
調
査
を
月
１

回
行
う
と
と
も
に
、
年
１
回

の
個
人
面
談
を
実
施
。
守
秘

義
務
を
徹
底
し
つ
つ
内
容
を

曽
根
社
長
に
伝
え
、
課
題
解

消
や
心
の
ケ
ア
を
図
る
。

　
昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
後
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
時
の
特
別
休
暇
制

度
の
導
入
や
全
従
業
員
に
対

す
る
特
別
金
の
支
給
、
有
給

休
暇
の
特
別
付
与
な
ど
を
展

開
。
今
年
６
月
に
は
次
世
代

認
定
マ
ー
ク
「
く
る
み
ん
」

を
取
得
し
、
仕
事
と
子
育
て

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
17
年
か
ら
は
関
係
の
深
い

沖
縄
県
で
高
校
生
の
採
用
を

始
め
、
人
財
の
確
保
・
育
成

の
輪
を
広
げ
る
同
社
。
曽
根

社
長
は
「
わ
く
わ
く
や
刺
激

の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自

分
た
ち
で
組
み
、
安
心
し
て

任
せ
る
こ
と
の
で
き
る
人
財

を
増
や
し
た
い
」
と
し
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
の
深
化
を

目
指
し
て
い
く
。

向
が
変
わ
り
、
会
社
と
し
て

希
望
す
る
人
財
の
応
募
が
減

少
。
社
内
で
も
若
手
社
員
の

伸
び
悩
み
が
課
題
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
14
年
か
ら
導
入
し

た
の
が
「
和
く
和
く
プ
ロ
ジ

　

―
創
業
70
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
。

　
曽
根
　
ま
ず
は
両
親
（
曽
根
功

名
誉
会
長
、
冨
士
子
取
締
役
）
に

感
謝
し
た
い
。
２
人
が
会
社
を
守

り
抜
い
て
く
れ
た
か
ら
い
ま
が
あ

る
。
共
に
仕
事
を
す
る
役
員
、
社

員
は
も
ち
ろ
ん
、
得
意
先
様
と
協

力
会
社
様
の
存
在
も
大
き
い
。
心

か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

　

―
会
社
全
体
で
同
じ
志
を
持

ち
、
プ
ラ
ス
思
考
で
動
く
組
織
力

が
強
み
だ
。

　
曽
根
　
入
社
以
来
、
感
謝
報
恩

の
精
神
を
約
30
年
間
貫
き
、
全
社

で
「
３
つ
の
力
」（
人
間
力
・
現
場

力
・
提
案
力
）
の
育
成
と
、
Ｃ
Ｓ

（
顧
客
満
足
度
）・
Ｅ
Ｓ
（
従
業
員

満
足
度
）・
Ｐ
Ｓ
（
協
力
会
社
満

　
ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
本
社
・
東
京
）
は
10
月
27
日
、
創
業
70
周
年
を
迎
え
る
。
曽
根
和
光
社

長
が
大
切
に
し
て
き
た
「
感
謝
報
恩
の
精
神
」
を
全
社
員
が
共
有
・
実
現
す
る
こ
と
で
、
成
長
を
遂
げ
て

き
た
。
次
の
80
周
年
に
向
け
、
目
指
す
の
は
「
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
で
全
て
が
健
全
な
会
社
づ
く
り
」
だ
。
Ｃ

Ｘ
（
顧
客
体
験
）
の
強
化
や
新
技
術
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
う
。

足
度
）
の
「
３
つ
の
Ｓ
」
を
強
化

し
て
い
る
。
目
指
す
の
は
当
社
と

組
む
こ
と
で
、
得
意
先
様
や
協
力

会
社
様
が
元
気
に
な
り
、
わ
く
わ

く
が
生
ま
れ
る

こ
と
。
同
じ
考

え
を
持
ち
、
感

謝
の
分
か
る
方

と
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
。

ワ
ク
ワ
ク
、
刺
激
を
追
求

　

―
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
が

急
速
な
成
長
に
つ
な
が
っ
た
。

　
曽
根
　
約
30
年
間
で
従
業
員
数

は
４
倍
超
に
増
え
、
売
上
高
も
２

Ｃ
Ｘ
強
化
目
指
す

　

―
創
業
80
周
年
に
向
け
て
目

指
す
姿
は
。

　
曽
根
　
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
で
全
て

が
健
全
な
状
態
で
創
業
80
周
年
を

迎
え
た
い
。
今
後
10
年
間
は
３
つ

の
力
、
３
つ
の
Ｓ
の
追
求
と
同
時

に
、
得
意
先
様
の
「
Ｃ
Ｘ
」
を
重

視
す
る
。
こ
の
５
年
間
は
得
意
先

様
の
拡
販
に
寄
与
す
る
会
社
を
目

指
し
て
き
た
。
今
後
は
勝
っ
て
も

ら
う
た
め
、
相
手
の
立
場
に
な
っ

て
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
。

　

―
イ
メ
ー
ジ
は
。

　
曽
根
　
従
来
に
な
い
付
加
価
値

を
提
供
し
た
い
。
例
え
ば
通
販
で

は
、
当
社
の
倉
庫
で
預
か
る
得
意

先
様
の
商
品
に
、
社
員
が
心
を
込

め
た
手
紙
を
一
緒
に
添
え
る
な
ど

０
２
２
年
度
に
は
２
０
０
億
円
の

大
台
に
届
く
。
役
員
、
社
員
の
努

力
の
お
か
げ
で
規
模
は
拡
大
し
て

い
る
が
、
劇
的
な
品
質
向
上
を
は

じ
め
、
経
営
者
と
し
て
は
さ
ら
に

高
い
目
標
を
見
据
え
て
い
る
。
足

り
な
い
部
分
の
強
化
が
次
の
10
年

に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　

―
具
体
的
に
は
。

　
曽
根
　
こ
れ
ま
で
以
上
に
役

員
、
社
員
の
ベ
ク
ト
ル
を
、
私
が

目
指
す
志
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
求

め
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

「
感
動
体
験
」
を
提
案
し
て
い
く
。

差
別
化
を
図
る
こ
と
で
真
の
パ
ー

ト
ナ
ー
関
係
が
構
築
で
き
る
。
深

掘
り
す
る
に
は
他
の
業
界
と
も
協

力
す
る
こ
と
も
重
要
で
、
多
く
の

人
た
ち
と
新
し
い
こ
と
を
生
み
出

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
、
よ
り
推
進

　

―
次
の
10
年
を
見
据
え
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
す
る
。

　
曽
根
　
ま
ず
は
今
後
５
年
を
め

ど
に
川
崎
営
業
所
（
川
崎
市
）
を

建
て
替
え
た
い
。
昭
和
50
年
代
に

建
設
し
た
施
設
で
老
朽
化
し
て
い

る
。
長
期
間
、
安
定
的
に
賃
貸
借

で
き
る
得
意
先
様
を
探
し
、
専
用

施
設
と
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
。

　

―
新
技
術
活
用
も
ポ
イ
ン

ト
。

　
曽
根
　
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
実

現
に
は
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
の
推
進

が
不
可
欠
。
現
在
は
都
内
の
平
和

島
営
業
所
で
自
動
封
函
（
ふ
う
か

ん
）
ラ
イ
ン
を
整
備
し
た
が
、
全

感
染
拡
大
で
影
響
を
受
け
た
の
は

社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

ち
ょ
っ
と
し
た
考
え
の
違
い
が
生

ま
れ
る
と
、
感
謝
報
恩
の
精
神
に

始
ま
り
、
全
て
は
自
分
事
と
い
う

当
事
者
意
識
が
薄
れ
て
し
ま
う
。

　

―
常
に
挑
戦
す
る
企
業
で
あ

り
続
け
る
。

　
曽
根
　
当
た
り
前
の
こ
と
を
行

う
こ
と
は
大
事
だ
が
、
他
社
と
同

じ
で
は
普
通
以
上
の
会
社
に
な
ら

な
い
。
自
分
た
ち
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
組
み
、
わ
く
わ
く
や
刺
激
を

生
み
出
し
て
い
く
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
私
を
含
め
、
必
要
な
部
門
の

担
当
者
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
経

営
状
況
や
理
念
も
教
え
な
が
ら
、

参
考
書
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
経
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

社
的
に
自
動
化
へ
の
ス
ピ
ー
ド
感

が
十
分
と
は
言
え
な
い
。
本
社
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
部
隊

と
現
場
が
能
動
的
に
動
く
こ
と

で
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

業
務
の
自
動
化
）
も
推
進
す
る
。

　

―
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
の
先
に

何
を
描
く
。

　
曽
根
　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
基
盤
）
を
構
築
し
、
得
意
先
様

に
当
社
の
物
流
に
合
わ
せ
て
も
ら

う
こ
と
が
目
標
と
な
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
生
産
性
向
上
を
実
現
で
き

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
隊
の
力
を
底
上
げ

し
つ
つ
、
当
社
の
目
指
す
Ｄ
Ｘ
像

を
啓
発
し
て
い
く
。

　

―
役
員
、
社
員
に
向
け
て
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
曽
根
　
皆
さ
ん
が
幸
せ
で
あ
る

た
め
、
環
境
変
化
を
先
読
み
し
順

応
で
き
る
よ
う
、
最
大
限
努
力
す

る
。
感
謝
報
恩
の
精
神
な
く
し
て

今
後
も
勝
ち
続
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
近
年
は
将
来
性
の
あ
る
多

様
な
事
業
に
も
投
資
し
て
お
り
、

営
業
倉
庫
を
中
核
と
し
な
が
ら
、

事
業
の
多
角
化
を
目
指
し
た
い
。

ェ
ク
ト
」
だ
。

　
同
活
動
は
、
学
生
と
年
齢

の
近
い
社
員
が
採
用
活
動
を

行
う
こ
と
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

防
ぎ
、
優
秀
な
人
財
を
採
用

す
る
こ
と
が
目
的
。
社
員
に

は
採
用
活
動
か
ら
会
社
を
深

く
理
解
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
即

戦
力
と
な
る
人
財
に
成
長
し

て
も
ら
う
狙
い
が
あ
る
。

　
チ
ー
ム
は
入
社
２
～
４
年

目
の
社
員
30
人
ほ
ど
で
編

成
。
前
年
の
活
動
を
踏
ま
え

て
新
し
い
こ
と
を
す
る
ル
ー

ル
が
特
長
で
、
各
世
代
は
独

自
の
取
り
組
み
を
考
え
る
力

を
養
う
。
曽
根
社
長
は
「
組

織
を
横
断
的
に
、
そ
し
て
入

社
後
も
社
長
と
接
す
る
チ
ー

ム
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。
若

い
社
員
が
会
社
を
支
え
る
と

い
う
狙
い
が
実
現
で
き
て
い

る
」
と
手
応
え
を
話
す
。

安
心
し
て
働
け

る
環
境
も
強
み

　
創
業
70
周
年
に
向
け
て
は

「
未
来
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
も
開
催
。
全
正
社

員
か
ら
会
社
に
関
わ
る
出
来

事
で
心
に
ぐ
っ
と
き
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
募
集
し
、
優
れ
た

回
答
を
し
た
30
人
を
選
抜
し

た
。
そ
の
後
は
５
チ
ー
ム
に

分
け
、
社
内
発
表
会
で
勝
ち

残
っ
た
２
チ
ー
ム
が
来
年
の

記
念
式
典
で
、「
30
年
後
も
勝

ち
残
る
た
め
に
わ
く
わ
く
す

る
施
策
」
を
テ
ー
マ
に
発
表

す
る
予
定
だ
。

　
他
に
も
軟
式
野
球
部
を
は

じ
め
、
多
様
な
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、
今
後
は
次
の

　
１
９
５
１
年
、
初
代
社
長
の

曽
根
光
雄
氏
が
大
和
実
業
を
設

立
し
、
ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
歴
史
が
幕
を
開
け
た
。

55
年
に
は
運
輸
省
（
現
・
国
土

交
通
省
）
か
ら
営
業
倉
庫
業
の

許
可
を
取
得
。
79
年
に
は
曽
根

功
社
長
（
現
・
名
誉
会
長
）
が

経
営
を
継
ぎ
、
地
域
密
着
型
の

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
こ
と
で
、
食
品
、
電
機
な
ど

の
得
意
先
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ

た
。

　
経
営
の
か
じ
を
大
き
く
切
っ

た
の
は
90
年
代
後
半
。
業
界
の

競
争
が
激
し
く
な
る
中
、
当
時

入
社
し
た
曽
根
和
光
社
長
が
中

心
と
な
り
、
時
代
の
先
を
行
く

事
業
戦
略
を
進
め
た
。
一
例
が

同
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、
得
意
先
の
需
要
に
合
っ

た
倉
庫
を
提
案
す
る
サ
ブ
リ
ー

ス
事
業
。
そ
の
後
は
、
他
社
が

同
社
専
用
に
開
発
し
た
施
設
を

長
期
間
借
り
上
げ
る
モ
デ
ル
も

軌
道
に
乗
せ
、
現
在
は
１
都
３

県
で
計
83
万
平
方
㍍
以
上
の
倉

庫
を
展
開
し
て
い
る
。

　
業
容
拡
大
に
も
い
ち
早
く
動

き
、
２
０
１
０
年
以
降
は
Ｅ
Ｃ

関
連
事
業
に
着
手
。
専
用
施
設

の
整
備
と
同
時
に
、
物
流
業
務

だ
け
で
な
く
、
商
品
の
撮
影
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ッ
プ
な

ど
を
行
う
フ
ル
フ
ィ
ル
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
も
手
掛
け
て
拡
大
を

進
め
る
。

　
近
年
は
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
ス
テ
ィ

ル
を
は
じ
め
、
将
来
性
の
あ
る

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
積
極

的
な
出
資
を
行
う
同
社
。
曽
根

社
長
は
今
後
の
成
長
の
ポ
イ
ン

ト
に
他
業
種
と
の
連
携
を
挙

げ
、事
業
の
多
角
化
を
通
じ
、さ

ら
に
先
を
見
据
え
て
い
る
。

倉
庫
１
棟
で
始
ま
っ
た
歴
史

東
京
都
大
田
区
の
敷
地
に
、

本
社
倉
庫
兼
事
務
所
を
構
え

て
事
業
を
開
始
し
た

〝感謝報恩〟胸に一歩先へ

顧
客
体
験
が
成
長
の
鍵
に

曽
根
　
和
光
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　そね・かずみつ＝1968年２月11日生まれ、53
歳。東京都出身。慶大経卒。大手総合商社を経
て、92年ダイワコーポレーション入社、2001年
専務、11年社長。

今年で８代目を迎えた「和く和くプロ
ジェクト」。最年長のリーダー世代を
中心に、自ら企画・立案している

10年間の歴史

2011年

代表取締役会長に曽根功
氏就任

代表取締役社長に曽根和
光氏就任

2012年 埼玉和光営業所開設（埼
玉県初進出）

2014年
品川営業所開設
「和く和くプロジェクト」
スタート

2016年

横浜本牧営業所開設

設立65周年記念式典を
開催

名誉会長に曽根功氏就任

2017年 横浜本牧第２営業所開設

2019年
ロジポート川崎営業所開
設

横浜町田営業所開設

2021年 川崎夜光営業所開設

企業概要
本社 東京都品川区南大井6丁目17番14号
設立 1951年10月27日
資本金 9,000万円
拠点数 27拠点

総所管面積 83万3664㎡（25万2182坪）

従業員数 225人（パート･契約社員含む）
※10月1日現在

事業内容

普通倉庫、倉庫施設などの賃貸業、
ビル賃貸業、自動車運送取扱事業、
損害保険取扱事業、不動産業、輸
出入貨物取扱業、宅地建物取引業
東京都知事（４）第81643号

売上高 176億8400万円（2021年３月
期）

品質方針

私たちはお客様の願いを共に実現
する物流CREATORとして現状の
品質レベルに満足することなくア
ンテナを高くしてお客様のニーズ
をつかみお客様に感動して頂ける
最高品質の物流サービスを提供し
ます。

人財が成長の原動力
自ら考え、動く力を養う

ダイワ
コーポレーション
創業70周年
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得
意
先
様
の
気
持
ち
に
応
え
た
い

時
代
読
み 

独
自
性
に
磨
き
を

　
ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
成
長
を

続
け
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
社

員
の
力
。
プ
ラ
ス
思
考
で
物
事
を
考
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
「
わ
く
わ

く
で
き
る
職
場
」
が
若
い
社
員
を
育
ん
で

き
た
。
未
来
を
担
う
若
手
・
中
堅
社
員
に

日
々
の
業
務
で
感
じ
る
こ
と
や
、
次
の
10

年
に
向
け
た
思
い
な
ど
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン

座
談
会
で
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

く
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
必
要
な
サ
ポ
ー

ト
を
お
願
い
し
た
い
。

　
遠
山
　
勤
務
す
る
東
京
城
南
営

業
所
は
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て

お
ら
ず
、
夏
場
の
作
業
が
大
変
だ

っ
た
。
現
在
は
大
型
送
風
機
を
設

置
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、
働
き
や

す
く
な
っ
た
。
現
場
の
労
働
環
境

改
善
を
進
め
れ
ば
、
よ
り
魅
力
的

な
職
場
に
な
る
と
思
う
。

　
前
盛
　
業
務
の
計
画
立
案
に
苦

労
す
る
時
が
あ
る
。
特
に
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
な
業
務
は
迅
速
な
対
応
が

不
可
欠
で
、
人
員
配
置
に
注
意
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
進
ち

ょ
く
管
理
と
そ
れ
に
基
づ
く
細
か

な
計
画
立
案
を
頑
張
っ
て
い
る
。

　
加
藤
　
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
難
し
さ
は
あ
る
。

当
社
の
倉
庫
は
パ
ー
ト
、
派
遣
社

員
も
働
い
て
お
り
、
業
務
へ
の
考

え
方
も
人
に
よ
り
異
な
る
。
誰
も

が
本
音
で
話
す
こ
と
が
で
き
、
気

持
ち
良
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
職

場
と
す
る
た
め
、
一
人
一
人
と
の

接
し
方
を
常
に
考
え
て
い
る
。

◆
豊
か
な
感
情
育
め
る

　

―
ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
誇
り
に
感
じ
る
こ
と
は
。

　
遠
山
　
温
か
み
の
あ
る
人
財
が

多
い
。
曽
根
社
長
の
存
在
も
あ

り
、
社
員
が
人
間
的
に
豊
か
に
成

長
で
き
る
。
当
社
は
「
感
謝
、
尊

重
、
挑
戦
、
圧
倒
的
当
事
者
意

識
、No pain, No gain

」
と
い

う
５
つ
の
ス
タ
ン
ス
を
掲
げ
て
お

り
、
仕
事
だ
け
で
な
く
、
普
段
の

生
活
で
も
意
識
し
て
い
る
。
誰
か

に
感
謝
さ
れ
た
ら
、
自
分
も
感
謝

し
よ
う
と
い
う
考
え
は
、
豊
か
な

感
情
を
育
ん
で
く
れ
る
。

　
田
中
　
社
内
の
雰
囲
気
、
人
間

関
係
の
良
さ
と
同
時
に
、
若
手
社

員
が
活
躍
で
き
る
場
が
あ
る
こ
と

を
誇
り
に
感
じ
る
。
代
表
的
な
取

り
組
み
が
和
く
和
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
経
験
の
浅
い
社
員
も
輝
け

る
機
会
が
あ
る
企
業
は
珍
し
い
。

　
前
盛
　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
が
良
い
。
営
業
所
の
先
輩
社
員

が
い
ろ
い
ろ
と
気
に
掛
け
て
く
れ

る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
和
く
和
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
若
手
社
員
同

士
が
交
流
し
高
め
合
う
こ
と
、
会

社
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も

非
常
に
良
い
。

　
加
藤
　
品
質
に
徹
底
し
て
こ
だ

わ
る
経
営
方
針
が
誇
り
だ
。
曽
根

社
長
か
ら
は
「
品
質
は
損
益
に
勝

る
」
と
常
に
言
わ
れ
て
い
る
。
業

績
向
上
の
た
め
に
損
益
だ
け
考
え

る
と
、
数
年
後
、
品
質
や
人
間
関

係
に
問
題
が
出
て
く
る
。
品
質
を

優
先
し
た
業
務
で
得
意
先
様
と
の

接
点
の
土
台
を
構
築
す
れ
ば
、
利

益
も
出
る
と
い
う
意
味
だ
。

力
を
養
え
た
の
で
は
な
い
か
。

◆
シ
ス
テ
ム
強
化
不
可
欠

　

―
近
年
、
物
流
業
界
は
転
換

期
を
迎
え
て
い
る
。
ダ
イ
ワ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
変
化
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
。

　
加
藤
　
得
意
先
様
か
ら
の
要
望

は
増
え
て
お
り
、
対
応
す
る
に
は

社
員
、
シ
ス
テ
ム
、
環
境
で
時
代

に
沿
っ
た
柔
軟
さ
が
求
め
ら
れ

る
。
各
営
業
所
と
、
本
社
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
部
門
と
の

連
携
が
さ
ら
に
重
要
に
な
る
。
強

く
感
じ
る
の
は
Ｗ
Ｍ
Ｓ
の
改
善

で
、
得
意
先
様
を
巻
き
込
み
な
が

ら
、
当
社
の
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ

ム
の
整
備
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。

　
前
盛
　
現
在
勤
務
す
る
営
業
所

で
は
ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

活
用
や
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
管
理
へ
の
移
行
を
行
っ

て
い
る
。
途
中
段
階
で
は
あ
る

が
、
効
率
化
や
人
的
ミ
ス
削
減
な

ど
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。
機

械
化
・
自
動
化
で
き
る
も
の
は
積

極
的
に
導
入
し
、
社
員
が
管
理
す

る
体
制
が
理
想
的
と
言
え
る
。

　
遠
山
　
得
意
先
様
と
従
業
員
に

寄
り
添
っ
た
機
械
化
が
で
き
れ
ば

い
い
。
末
永
く
業
務
を
任
せ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
当
社
の
利
益
だ
け

で
な
く
、
得
意
先
様
の
利
益
を
優

先
に
考
え
る
こ
と
で
、
最
適
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
。

　
田
中
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
以
来
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

の
増
加
で
、
Ｅ
Ｃ
物
流
が
急
激
に

伸
び
て
い
る
。
ほ
ぼ
毎
日
、
案
件

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
が
、
輸
配

送
を
含
め
、
各
商
品
と
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
を
管
理
で
き
る
シ

ス
テ
ム
が
構
築
で
き
れ
ば
、
よ
り

提
案
し
や
す
く
な
る
。
Ｅ
Ｃ
案
件

の
取
り
込
み
に
は
シ
ス
テ
ム
整
備

が
必
要
と
考
え
る
。

　

―
和
く
和
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
、
皆
さ
ん
も
関
わ
っ
た
。
実

際
に
活
動
に
参
画
し
、
ど
ん
な
印

象
を
持
っ
た
か
。

　
加
藤
　
入
社
３
年
目
の
時
に
活

動
が
始
ま
り
、
参
画
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
拠
点
立
ち
上
げ
の
大
阪
で

の
研
修
と
重
な
り
、
数
回
だ
け
参

加
し
た
が
、
当
社
の
新
卒
採
用
の

仕
組
み
構
築
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
レ
ベ
ル

は
年
々
向
上
し
、
社
員
の
団
結
力

も
上
が
っ
て
い
る
。
い
ま
は
私
の

世
代
の
取
り
組
み
と
は
全
然
違

う
。

　
田
中
　
５
代
目
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
加
藤
さ

ん
が
話
し
た
通
り
、
年
々
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
て
い
る
。
私
た
ち
も

「
前
年
よ
り
良
い
も
の
を
」
と
、

チ
ー
ム
全
員
で
協
力
し
た
。
５
年

目
と
い
う
節
目
の
代
と
し
て
、
新

卒
採
用
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
他

社
に
も
紹
介
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

社
内
の
最
終
報
告
会
も
、
メ
ン
バ

ー
全
員
が
時
間
を
つ
く
っ
て
資
料

作
成
な
ど
の
準
備
を
し
、
成
功
さ

せ
た
思
い
出
が
あ
る
。

◆
か
け
が
え
な
い
経
験
に

　
前
盛
　
現
在
、
和
く
和
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
会
社
説
明

会
の
企
画
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
任

さ
れ
て
い
る
。
昨
年
来
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
思
う
よ

う
に
動
け
て
い
な
い
が
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
（
テ

ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
）
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
情
報
発
信
を
進
め
た
。
昨
年

の
会
社
説
明
会
で
学
生
と
話
を
し

た
際
、
言
葉
遣
い
の
レ
ベ
ル
が
高

く
、
私
自
身
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

努
力
せ
ね
ば
と
感
じ
た
。

　
遠
山
　
私
は
昨
年
度
ま
で
参
画

し
た
。
学
生
に
伝
え
た
い
こ
と
は

多
か
っ
た
が
、
会
社
説
明
会
の
時

間
が
限
ら
れ
、
要
点
を
ま
と
め
た

資
料
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
が
大
変
だ
っ
た
。
当
日
キ

ャ
ン
セ
ル
が
あ
っ
た
り
、
予
定
数

以
上
の
学
生
が
参
加
し
た
り
と
、

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
も
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
活
動
に
参
画
し
た

社
員
は
想
定
外
の
事
態
に
備
え
る

れ
し
い
。

　
田
中
　
営
業
案
件
が
成
約
し
た

時
は
う
れ
し
い
。
毎
月
、
役
員
会

議
で
営
業
の
進
ち
ょ
く
発
表
が
あ

り
、
良
い
結
果
を
残
す
と
、
そ
の

場
で
経
営
層
か
ら
拍
手
が
送
ら

れ
、
ね
ぎ
ら
っ
て
く
れ
る
。
そ
の

瞬
間
、
会
社
に
認
め
て
も
ら
っ
た

と
い
う
実
感
が
湧
く
。

　
加
藤
　
入
社
か
ら
し
ば
ら
く
す

る
と
、
徐
々
に
得
意
先
様
の
担
当

が
増
え
、
数
年
後
に
は
全
て
の
得

意
先
様
の
管
理
を
任
せ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
社
で
は
若

い
頃
か
ら
重
要
な
仕
事
を
任
せ
て

も
ら
え
る
の
で
、
や
り
が
い
が
あ

る
と
思
う
。

　

―
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

　
田
中
　
営
業
先
様
と
の
対
応
で

う
ま
く
い
か
な
い
時
が
あ
る
。
そ

の
際
は
上
司
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
れ
る
の
で
、
最
後
は
う
ま

　

―
仕
事
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
し
て
い
る
と
思
う
。
ど
ん

な
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
か
。

　
遠
山
　
社
内
外
で
「
感
謝
さ
れ

た
時
」
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
。

以
前
、
２
年
間
担
当
し
た
得
意
先

様
か
ら
感
謝
の
手
紙
を
も
ら
っ
た

際
は
感
動
し
た
。
現
在
担
当
す
る

得
意
先
様
に
も
、
感
動
を
与
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
。

　
前
盛
　
私
の
場
合
は
得
意
先
様

か
ら
頼
ら
れ
た
時
。
担
当
の
得
意

先
様
か
ら
相
談
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え

て
仕
事
を
し
て
い
る
。
期
待
さ
れ

る
業
務
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ

せ
、
営
業
所
内
の
人
員
配
置
、
計

画
立
案
が
う
ま
く
い
っ
た
時
は
う

　
田
中
　
私
も
出
会
い
は
就
活
支

援
団
体
の
紹
介
。
社
員
だ
け
で
な

く
、
曽
根
社
長
と
も
座
談
会
で
話

が
で
き
る
場
が
あ
り
、
会
社
と
の

近
さ
や
学
生
を
想
う
気
持
ち
が
伝

わ
っ
た
。
当
時
は
、
加
藤
さ
ん
が

和
く
和
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー

ダ
ー
世
代
を
務
め
て
い
た
。
自
身

と
年
齢
の
近
い
社
員
が
会
社
説
明

会
の
企
画
・
運
営
を
任
せ
ら
れ
て

い
る
点
も
新
鮮
だ
っ
た
。
時
折
、

苦
労
し
な
が
ら
進
め
る
部
分
も
親

近
感
が
持
て
た
。

　
遠
山
　
大
学
の
セ
ミ
ナ
ー
で
当

社
の
こ
と
を
知
っ
た
。
会
社
説
明

会
で
は
、
曽
根
社
長
の
話
か
ら
社

員
を
大
切
に
す
る
想
い
が
伝
わ
っ

た
。
社
長
の
第
一
印
象
は
高
身
長

で
か
っ
こ
い
い
。
近
く
で
話
を
さ

せ
て
も
ら
う
と
良
い
匂
い
も
し

た
。
社
員
の
間
で
も
先
輩
、
後
輩

の
垣
根
が
低
く
、
全
員
が
明
る
か

っ
た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
。
当

初
、
物
流
は
志
望
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
話
を
聞
く
中
で
一
緒
に
働

き
た
い
と
の
想
い
が
強
ま
っ
た
。

　
前
盛
　
高
校
の
進
路
相
談
の
先

生
か
ら
紹
介
を
受
け
、
当
社
に
興

味
を
持
っ
た
。
私
は
沖
縄
県
石
垣

島
出
身
で
、
東
京
で
の
勤
務
は
不

安
も
あ
っ
た
が
、
社
宅
が
あ
り
、

家
具
準
備
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
る
な

ど
、
お
も
て
な
し
の
姿
勢
が
入
社

の
決
め
手
と
な
っ
た
。
同
じ
く
不

安
に
思
っ
て
い
た
家
族
も
安
心
し

て
送
り
出
し
て
く
れ
た
。

◆
臨
機
応
変
に
気
配
り

　

―
現
在
、
業
務
を
行
う
上
で

心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
。

　
加
藤
　
特
に
気
を
配
る
の
は
臨

機
応
変
な
対
応
。
物
量
に
よ
り
、

日
ご
と
・
月
ご
と
で
倉
庫
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
、
従
業
員
の
業
務
量
は

変
わ
る
。
状
況
に
応
じ
、
現
場
の

声
を
聞
き
な
が
ら
正
し
い
方
向
性

を
導
き
出
し
、
得
意
先
様
に
安
心

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
日
々
、
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

　
遠
山
　
私
は
倉
庫
内
で
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
も
運
転
す
る
。
得
意
先

様
の
商
品
を
預
か
る
た
め
、
物
損

事
故
・
人
身
事
故
が
発
生
し
な
い

よ
う
、
常
に
安
全
運
転
を
心
掛
け

て
い
る
。

　
前
盛
　
流
通
加
工
で
は
、
計
画

性
を
持
つ
こ
と
が
大
事
に
な
る
。

毎
週
末
、
得
意
先
様
か
ら
届
く
計

画
を
基
に
、
追
加
の
要
望
が
あ
れ

ば
す
ぐ
に
人
員
補
充
を
頼
む
な

ど
、
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と

を
何
よ
り
も
重
視
し
て
い
る
。

　
田
中
　
営
業
で
は
交
渉
成
立
後

の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も
欠
か
せ

な
い
。
得
意
先
様
か
ら
案
件
を
頂

い
た
際
は
、
当
社
で
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
を
徹
底
し
て
い
る
。
今

年
12
月
か
ら
空
く
予
定
の
賃
貸
物

件
を
手
掛
け
て
お
り
、
貸
し
手
、

借
り
手
が
共
に
安
心
で
き
る
よ
う

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
。

　

―
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
。

　
加
藤
　
10
月
か
ら
平
和
島
営
業

所
で
勤
務
し
て
い
る
。
２
０
１
２

年
に
入
社
し
、
今
年
で
入
社
10
年

目
を
迎
え
た
。

　
田
中
　
営
業
本
部
で
、
得
意
先

様
へ
の
賃
貸
物
件
や
営
業
所
の
空

き
物
件
の
営
業
を
行
っ
て
い
る
。

入
社
６
年
目
と
な
っ
た
。

　
遠
山
　
入
社
１
年
目
か
ら
東
京

城
南
営
業
所
で
、
入
出
庫
や
輸
出

業
務
、
得
意
先
様
の
対
応
な
ど
を

担
当
し
て
い
る
。
入
社
４
年
目
に

な
る
。

　
前
盛
　
横
浜
金
沢
営
業
所
で
、

入
出
庫
や
流
通
加
工
、
業
務
計
画

の
立
案
な
ど
の
業
務
に
当
た
っ
て

い
る
。
沖
縄
県
の
高
校
卒
業
後
に

入
社
し
、
４
年
目
を
迎
え
た
。

◆
会
社
と
の
距
離
近
く

　

―
ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
の
出
会
い
は
。

　
加
藤
　
大
学
時
代
は
運
動
部
に

在
籍
し
て
お
り
、
体
育
会
系
の
学

生
向
け
就
職
活
動
支
援
団
体
の
紹

介
が
当
社
を
知
っ
た
き
っ
か
け
。

会
社
説
明
会
で
、
湯
沢
ま
ゆ
係
長

（
肩
書
き
は
現
在
）を
は
じ
め
、会

社
説
明
会
を
担
当
し
た
社
員
の
温

か
さ
や
人
間
性
に
引
か
れ
た
。
営

業
所
見
学
会
で
も
親
身
に
話
し
掛

け
て
く
れ
、
学
生
が
緊
張
し
な
い

よ
う
に
雰
囲
気
を
和
ら
げ
よ
う
と

す
る
気
遣
い
が
う
れ
し
か
っ
た
。

「和く和く」の環境が自慢

営業本部営業第一課

田
た

中
なか

　海
かい

さん（28）

若手・中堅社員
座談会

～未来を語る～

東京城南営業所

遠
とお

山
やま

　優
ゆ

貴
き

さん（25）

平和島営業所　係長　加藤　立樹さん

営業本部営業第一課　主任　田中　　海さん

東京城南営業所　遠山　優貴さん

横浜金沢営業所　前盛　幸永さん

【司会】輸送経済新聞社

出席者

10
年
後
、私
た
ち
が
引
っ
張
る

　

―
事
業
拡
大
に
は
認
知
度
向

上
も
欠
か
せ
な
い
。
ど
う
進
め
れ

ば
い
い
と
考
え
る
か
。

　
田
中
　
当
社
の
事
業
は
１
都
３

県
が
中
心
。
同
業
他
社
と
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
（
提
携
）を
さ
ら
に
組
み
、

提
案
物
件
を
全
国
に
拡
大
す
る
こ

と
が
事
業
拡
大
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。
２
０
２
３
年
冬
ご

ろ
に
は
沖
縄
県
で
拠
点
新
設
を
予

定
し
て
お
り
、
同
県
で
の
セ
ン
タ

ー
新
設
を
足
掛
か
り
に
、
さ
ら
な

る
事
業
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

　
前
盛
　
当
社
で
シ
ス
テ
ム
会
社

を
設
立
し
、
各
得
意
先
様
に
合
っ

た
Ｗ
Ｍ
Ｓ
を
提
供
で
き
れ
ば
、
安

価
で
柔
軟
な
対
応
が
で
き
、
認
知

度
向
上
に
も
つ
な
が
る
。
沖
縄
県

で
の
セ
ン
タ
ー
新
設
は
、
地
元
の

人
に
当
社
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
最
大
の
Ｐ
Ｒ
だ
と
思
う
。

　
遠
山
　
近
年
、
多
く
の
企
業
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
重
要
だ
と
思
う
。
他

社
に
負
け
な
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
の

土
台
を
構
築
す
る
に
は
、
社
員
の

努
力
に
加
え
、
社
会
貢
献
を
通
じ

た
世
間
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
が
欠
か

せ
な
い
。

　
加
藤
　
若
い
社
員
が
向
上
心
を

持
ち
、
成
長
の
速
度
を
上
げ
た

い
。
企
業
の
成
長
に
合
わ
せ
、
各

ム
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
置
き
換
わ
る
仕

事
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
人
に
し
か

で
き
な
い
発
想
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
必
要
な
知
識
を
習
得
し
、
当

社
も
シ
ス
テ
ム
化
を
進
め
た
い
。

　

―
10
年
後
、
ど
ん
な
社
員
で

あ
り
た
い
か
。

　
前
盛
　
各
従
業
員
の
業
務
を
見

え
る
化
し
、
会
社
全
体
で
業
務
改

善
を
考
え
ら
れ
る
管
理
職
を
目
指

し
た
い
。
将
来
は
生
ま
れ
育
っ
た

沖
縄
県
で
も
仕
事
が
し
た
い
。

　
遠
山
　「
お
母
さ
ん
プ
レ
ー
ヤ

ー
」
と
し
て
、
先
頭
に
立
ち
働
く

こ
と
が
10
年
後
の
目
標
だ
。
女
性

が
働
き
や
す
い
と
い
う
当
社
の
特

長
を
世
間
に
発
信
す
る
た
め
、
活

躍
し
続
け
た
い
。

　
田
中
　
40
代
前
後
の
課
長
は
身

近
な
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
先
輩

社
員
と
同
じ
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
存
在
で
あ
り
た

い
。
営
業
所
を
増
や
し
、
当
社
の

名
を
全
国
で
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
。

　
加
藤
　
部
下
か
ら
、
自
分
の
た

め
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
、
力
を
貸

し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
魅
力

あ
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
。
従

業
員
を
ま
と
め
、
統
率
力
が
あ
る

リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
。

　

―
最
後
に
会
社
の
好
き
な
と

こ
ろ
を
「
一
言
」
で
。

　
前
盛
　「
人
」
が
好
き
で
す
。

　
遠
山
　
私
も
前
盛
さ
ん
と
同
じ

で
「
人
」
で
す
。

　
田
中
　「
温
か
み
」
の
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
加
藤
　
ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
「
考
え
」
が
好
き
で
す
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活
躍
で
き
る
人
財

が
必
要
に
な
る
。
近
年
、
労
働
環

境
整
備
や
福
利
厚
生
の
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

産
休
・
育
児
休
業
を
取
得
す
る
方

が
増
え
て
き
た
。
男
性
、
女
性
問

わ
ず
取
得
者
が
安
心
し
て
休
め
る

よ
う
、
全
社
で
支
え
合
う
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

◆
リ
ー
ダ
ー
世
代
に
向
け

　

―
物
流
業
界
を
ど
う
見
る
。

　
田
中
　
労
働
力
不
足
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
業
界
で
倉
庫
の
自

動
化
が
進
ん
で
い
る
。
当
社
も
費

用
対
効
果
を
見
極
め
つ
つ
、
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

時
々
の
変
化
に
対
応
す
る
柔
軟
な

思
考
が
求
め
ら
れ
る
。

　
遠
山
　
新
型
コ
ロ
ナ
を
機
に
、

物
流
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
実
感
し
た
。
社
会
の
豊
か
さ
に

合
わ
せ
、
物
流
も
時
代
を
先
取
り

し
て
あ
ら
ゆ
る
手
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
発
想
力
、
提
案

力
、
思
考
力
、
決
断
力
を
磨
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
加
藤
　
物
流
が
止
ま
れ
ば
、

人
々
の
生
活
や
経
済
が
立
ち
行
か

な
く
な
る
。
そ
の
重
要
性
を
世
間

に
広
く
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。
近
年
、
サ
ー
ビ
ス
で
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
複
雑
化
し
、
労
働

環
境
改
善
を
両
立
す
る
に
は
デ
ジ

タ
ル
化
が
不
可
欠
と
言
え
る
。

　
前
盛
　
小
学
校
で
も
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
授
業
が
行
わ
れ
る
ほ

ど
、
世
の
中
は
シ
ス
テ
ム
化
が
進

ん
で
い
る
。
物
流
業
界
も
シ
ス
テ

平和島営業所

加
か

藤
とう

　立
たつ

樹
き

さん（32）

横浜金沢営業所
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